
　

私
は
、
こ
れ
ま
で
に
名
城
大
学

の
非
常
勤
講
師
、
鈴
鹿
工
業
高
等

専
門
学
校
の
助
教
を
経
て
、
現
在

は
豊
田
工
業
大
学
で
助
教
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
つ
た

な
い
経
験
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
教
育
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

考
え
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
機
械
工
学
に
お
け
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
の
は
、
前
任
校
で
あ
る
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

で
の
教
育
経
験
が
大
き
い
。
高
等
専
門
学
校
は
高
校
生
年
代
の
学

生
か
ら
大
学
１
、
２
年
生
、
専
攻
科
ま
で
含
め
る
と
大
学
４
年
生

に
相
当
す
る
学
生
に
対
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
学
生
が
授
業
内
容
と
自
分
の
将
来
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業

を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
授
業
だ
け
で
な
く
研
修
会
や
学
内

の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
通
じ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
と
し
て
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
該
当
す
る
学
年
に
合
わ

せ
た
教
育
方
法
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
入

学
か
ら
卒
業
ま
で
を
通
じ
て
一
本
の
幹
の
よ
う
に
教
育
の
根
幹
を

据
え
置
き
、
学
年
に
合
わ
せ
た
教

育
が
枝
葉
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い

く
よ
う
な
授
業
内
容
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

　

私
は
、「
も
の
づ
く
り
の
面
白

さ
、
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
を
教
育

の
根
幹
に
据
え
る
こ
と
を
考
え
た
。

な
ぜ
な
ら
、
機
械
工
学
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
学
生
の
ほ
と

ん
ど
は
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
企
業
に
就
職
す
る
。
就
職
し
た

企
業
の
中
で
設
計・

開
発
に
携
わ
る
学
生
も
い
れ
ば
、
技
術
営
業

に
携
わ
る
学
生
も
い
る
が
、「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を

い
か
に
伝
え
、
い
か
に
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
か
が
教
育
の
根
幹

で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を
伝
え
る
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に

私
は
三
つ
の
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
は
「
見
さ
せ
る
」「
触
ら
せ
る
」「
考
え

さ
せ
る
」
の
３
点
で
あ
る
。

　
「
見
さ
せ
る
」
と
「
触
ら
せ
る
」
は
、
実
際
の
部
品
や
製
品
を
実

習
や
座
学
の
中
で
見
る
こ
と
や
、
触
っ
て
み
て
ど
の
よ
う
に
動
く

か
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
な
ど
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

南
部 

紘
一
郎
●
豊
田
工
業
大
学
工
学
部
助
教
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ト
で
は
、
材
料
力
学
、
機
械
力
学
、
水
力
学
、
熱
力
学
の
「
４
力
」

が
機
械
工
学
の
基
礎
で
あ
る
が
、
数
式
や
公
式
が
多
く
、
将
来
ど

の
よ
う
な
製
品
や
分
野
で
使
わ
れ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
と
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、実
際
の
エ
ン
ジ
ン
分
解・

組
み
立
て
な
ど
の
実
習
を
低

学
年
次
で
行
い
、
エ
ン
ジ
ン
の
機
構
や
仕
組
み
を
見
た
後
で
材
料

力
学
や
熱
力
学
な
ど
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ン

ジ
ン
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
た
。
例
え
ば
材
料
力
学
の

授
業
で
モ
ー
メ
ン
ト
や
応
力
の
範
囲
を
教
え
る
場
合
に
、
エ
ン
ジ

ン
の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
な
ど
を
例
題
と
し
、
動
画
な
ど
を
用
い

て
実
際
に
動
く
様
子
や
ど
の
よ
う
な
力
が
か
か
る
か
を
視
覚
的
に

見
せ
る
こ
と
は
、
理
解
を
深
め
る
の
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
て 

い
る
。

　

ま
た
、「
触
ら
せ
る
」
と
い
っ
た
点
で
は
、
機
構
だ
け
で
な
く
鉄

鋼
材
料
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
を
実

際
に
触
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
重
さ
の
違
い
や
熱
の
伝
わ
り
方
を

理
解
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
部
分
に
使
う
必
要
が
あ
る
か
な
ど
を
理

解
さ
せ
や
す
い
。

　

最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
考
え
さ
せ
る
」
で
は
、
例
題
や

課
題
な
ど
の
数
式
を
解
く
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
見

さ
せ
る
」「
触
ら
せ
る
」
の
過
程
を
通
じ
て
生
じ
た
課
題
を
「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
は
一
人
で
行
う
作
業
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。

グ
ル
ー
プ
の
共
通
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
意
見
だ

け
で
な
く
周
り
の
意
見
を
聞
く
必
要
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
う
場

面
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、「
グ
ル
ー
プ
で
考
え

さ
せ
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
授
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
加
工
法
の
歴
史
を
元
に
、
な
ぜ
新
し
い
加
工
法
が
考
え

ら
れ
た
の
か
、
以
前
の
加
工
法
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
授
業
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
械
加
工

に
関
す
る
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
発
見
能
力
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を
教
育
の
幹
と 

し
、
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
し
て
授
業
を
実
践
し
た
結
果
、

授
業
の
満
足
度
、
特
に
自
分
の
将
来
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
見
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、
授

業
方
法
と
し
て
あ
る
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
教
育
方
法
に
関
す
る
気
付
き
や
意
識
改
革
を
与
え
て
く
れ

た
前
任
校
お
よ
び
現
在
の
大
学
の
同
僚
、
学
生
に
感
謝
し
、
今
後

も
教
育・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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■
１　
公
認
心
理
師
養
成
ま
で
の
経
緯

　

心
理
職
の
〝
国
家
資
格
〟
で
あ
る
公
認
心
理
師
の
養
成
は
、

２
０
１
８
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
公
認
心
理
師
法
は
２

０
１
５
年
９
月
に
制
定
、公
布
さ
れ
た
。
法
の
定
義
で
は
、公
認

心
理
師
と
は
公
認
心
理
師
登
録
簿
へ
の
登
録
を
受
け
、
公
認
心

理
師
の
名
称
を
用
い
て
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教
育
そ
の
他
の

分
野
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術

を
も
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を

い
う
。
①
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
心
理
状
態
の
観

察
、
そ
の
結
果
の
分
析
。
②
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者

に
対
す
る
、
そ
の
心
理
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
、
指
導
そ
の

他
の
援
助
。
③
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
関
係
者
に

対
す
る
相
談
及
び
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
。
④
心
の
健
康

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
の
教
育
及
び
情
報
の
提
供
。

　

２
０
１
６
年
９
月
か
ら
法
の
具
体
化
の
た
め
に
公
認
心
理
師

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
７
年
５
月
31

日
に
『
報
告
書
』
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１

７
年
９
月
15
日
に
施
行
さ
れ
、
２
０
１
８
年
４
月
に
大
学
、
大

学
院
な
ど
で
養
成
が
ス
タ
ー
ト
し
、
正
規
養
成
ル
ー
ト
に
よ
る

公
認
心
理
師
第
１
号
が
２
０
２
４
年
に
誕
生
す
る
。

　

公
認
心
理
師
養
成
は
、
基
本
的
に
は
大
き
く
二
つ
の
ル
ー
ト

が
あ
る
。
①
大
学
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関

す
る
科
目
を
修
め
、
か
つ
、
大
学
院
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定

の
心
理
学
等
の
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了
す
る
。
②
大

学
で
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
卒

業
後
一
定
期
間
（
２
年
間
以
上
）
の
実
務
経
験
を
積
む
。
主
務

大
臣
は
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
。

跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部

野
島 

一
彦
●
跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部
長

公
認
心
理
師
（
国
家
資
格
）
養
成
元
年

明日への試み
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■
２　
公
認
心
理
師
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

大
学
、
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴�　

大
学
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る

科
目
（
25
科
目
）

Ａ�　

心
理
学
基
礎
科
目
：
①
公
認
心
理
師
の
職
責
、
②
心

理
学
概
論
、
③
臨
床
心
理
学
概
論
、
④
心
理
学
研
究
法
、

⑤
心
理
学
統
計
法
、
⑥
心
理
学
実
験
。

Ｂ�　

心
理
学
発
展
科
目
：（
基
礎
心
理
学
）
＝
⑦
知
覚・

認

知
心
理
学
、
⑧
学
習・
言
語
心
理
学
、
⑨
感
情・

人
格

心
理
学
、
⑩
神
経・

生
理
心
理
学
、
⑪
社
会・

集
団・

家
族
心
理
学
、
⑫
発
達
心
理
学
、
⑬
障
害
者
心
理
学・

障
害
児
心
理
学
、
⑭
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
⑮
心
理

学
的
支
援
法
／（
実
践
心
理
学
）
＝
⑯
健
康・
医
療
心
理

学
、
⑰
福
祉
心
理
学
、
⑱
教
育・

学
校
心
理
学
、
⑲
司

法・

犯
罪
心
理
学
、
⑳
産
業・

組
織
心
理
学
／（
心
理
学

関
連
科
目
）
＝
㉑
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
、
㉒

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
、
㉓
関
係
行
政
論
。

Ｃ�　

実
習
演
習
科
目
：
㉔
心
理
演
習
、
㉕
心
理
実
習
（
80

時
間
以
上
）

⑵�　

大
学
院
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
の
科
目

（
10
科
目
）

Ａ�　

心
理
実
践
科
目
：
①
保
健
医
療
分
野
に
関
す
る
理
論

と
支
援
の
展
開
、
②
福
祉
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援

の
展
開
、
③
教
育
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

④
司
法・

犯
罪
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

⑤
産
業・

労
働
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

⑥
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論
と
実
践
、
⑦

心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践
、
⑧
家
族
関
係・

集

団・

地
域
社
会
に
お
け
る
心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と

実
践
、
⑨
心
の
健
康
教
育
に
関
す
る
理
論
と
実
践
。

Ｂ�　

実
習
科
目
：
⑩
心
理
実
践
実
習
（
４
５
０
時
間
以
上
）

■
３　
公
認
心
理
師
養
成
へ
の
大
学
、大
学
院
の
対
応

　
〝
国
家
資
格
〟
で
あ
る
公
認
心
理
師
の
受
験
資
格
が
大
学
、
大

学
院
で
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
高
校
生
な
ど
の
受
験
生
に
と
っ

て
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の
大
学
、
大
学

院
が
公
認
心
理
師
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
４
月

か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
筆
者
が
編
集
し
た
『
公
認
心
理
師

養
成
大
学・

大
学
院
ガ
イ
ド
』（
日
本
評
論
社
、
２
０
１
８
年
８

月
発
行
）
に
は
１
６
０
大
学
、
１
４
６
大
学
院
が
２
０
１
８
年

度
か
ら
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
紹
介
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記
事
を
寄
せ
て
い
な
い
大
学
も
あ
る
の
で
、
実
際
は
こ
れ
ら
の

数
よ
り
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
次
年
度
か
ら
対
応
を
予
定
し
て

い
る
大
学
、
大
学
院
も
あ
る
の
で
、
次
年
度
は
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■
４　
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
取
り
組
み

⑴
　
学
　
部

　

２
０
１
８
年
４
月
、
文
学
部
臨
床
心
理
学
科
（
２
０
０
２
年

設
置
）
の
さ
ら
な
る
拡
大・
充
実
を
目
指
し
て
改
組
を
行
い
、

心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
（
定
員
１
２
０
名
）
を
設
置
し
た
。

こ
の
改
組
に
当
た
り
、
公
認
心
理
師
の
養
成
に
対
応
す
る
た
め

に
大
幅
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
を
行
っ
た
。
臨
床
心
理
学
科
で

は
、
以
下
の
三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
例
示
し
て
い
る
。

①�　

心
理
専
門
職
モ
デ
ル
（「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
モ
デ

ル
）：
公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資
格
を
取
得

し
、
教
育
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
司
法・

犯
罪
、
産
業・

労
働
な
ど
の
分
野
で
心
理
専
門
職
を
目
指
す
女
性
向
け
。

②�　

臨
床
心
理
学
活
用
モ
デ
ル
（「
ワ
ー
ク
」
モ
デ
ル
）：
心

理
学
、
臨
床
心
理
学
の
知
識・

ス
キ
ル
を
人
事・

労
務
、

接
客
、
広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
な
ど
の
仕
事

に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
女
性
向
け
。

③�　

自
己
実
現
モ
デ
ル
（「
ラ
イ
フ
」
モ
デ
ル
）：
心
理
学
的・

臨
床
心
理
学
的
素
養
を
自
分
自
身
の
人
生
に
お
け
る
精
神

的
健
康
、
人
間
関
係
、
家
族
関
係
、
子
育
て
、
高
齢
者
介

護
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
女
性
向
け
。

⑵
　
大
学
院

　

人
文
科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻
（
２
０
０
５
年
設
置
、

定
員
12
名
）
も
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
公
認
心
理
師
対
応
を
行

う
。
公
認
心
理
師
養
成
の
第
１
期
生
で
あ
る
現
在
の
学
部
１
年

生
が
大
学
院
に
入
学
す
る
の
は
、
２
０
２
２
年
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
学
部
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

大
学
院
に
入
学
し
た
者
は
、
経
過
措
置
に
よ
っ
て
公
認
心
理
師

の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
月
に
学
部
で
一
定
の

条
件
を
満
た
し
て
大
学
院
に
入
学
し
た
修
士
課
程
１
年
生
は
、

２
年
間
で
指
定
さ
れ
た
科
目
を
履
修
し
て
大
学
院
を
修
了
す
れ

ば
、
２
０
２
０
年
度
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
を
受
験
で
き
る
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
大
学
院
に
入
学
し
て
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
た
め
の
条
件
は
、
２
０
１
７
年
９
月
15
日
ま
で
に
大

学
（
学
部
）
に
入
学
し
、
指
定
さ
れ
た
12
科
目
を
履
修
し
た
者

と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
経
過
措
置
に
よ
る
第
１
回
の
国

家
試
験
は
２
０
１
８
年
９
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
。

明日への試み
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本
学
大
学
院
は
当
初
か
ら
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会

の
第
１
種
指
定
大
学
院
と
し
て
臨
床
心
理
士
を
養
成
し
て
き
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
公
認
心
理
師
も
養
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
大
学
院
生
は
ダ
ブ
ル
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

■
５　
公
認
心
理
師
養
成
機
関
連
盟
の
発
足

　

本
年
度
に
大
学
、
大
学
院
で
公
認
心
理
師
の
養
成
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
２
０
１
８
年
６
月
24
日
に
公
認
心
理
師

養
成
機
関
連
盟
が
発
足
し
た
。
会
則
で
は
「
本
連
盟
は
、
公
認

心
理
師
養
成
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
に
鑑
み
、
公
認

心
理
師
養
成
の
内
容
充
実
及
び
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
公
認

心
理
師
及
び
公
認
心
理
師
養
成
に
関
す
る
研
究
開
発
と
知
識
の

普
及
に
努
め
、
も
っ
て
国
民
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

　

そ
の
事
業
は
次
の
と
お
り
。

①�　

公
認
心
理
師
養
成
機
関
の
充
実
発
展
お
よ
び
質
的
水
準

の
保
証
と
向
上
の
促
進
。

②�　

公
認
心
理
師
の
業
務
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
の
内
容

お
よ
び
方
法
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
。

③�　

公
認
心
理
師
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
に
関
す
る
教
材
、

資
料
な
ど
の
作
成
に
関
す
る
事
業
。

④�　

公
認
心
理
師
養
成
機
関
の
設
置
者
、
教
職
員
、
学
生
、

卒
業
生
な
ど
に
対
す
る
研
修
な
ど
の
事
業
。

⑤�　

公
認
心
理
師
の
任
用・

活
用・

待
遇
改
善
な
ど
に
か
か

る
国
内
外
の
情
報
収
集
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
事
業
。

⑥�　

選
抜
試
験
や
資
格
試
験
に
つ
い
て
の
検
討
や
提
言
。

⑦�　

関
係
機
関・

団
体
と
の
連
絡
調
整
。

⑧�　

公
認
心
理
師
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
に
つ
い
て
の
啓

発・

普
及
活
動
。

⑨�　

そ
の
他
、
本
連
盟
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
。

　

２
０
１
８
年
７
月
22
日
㈰
に
は
、
東
京
で
〝「
心
理
実
習
」・

「
心
理
実
践
実
習
」
の
実
際
：
各
大
学
の
試
み
か
ら
〟
と
題
す

る
第
１
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
三
つ
の
大
学
の
発
表
と
質
疑

応
答
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
第
２
回
研
修
会
は
、
２
０
１
９
年

２
月
９
日
㈯
に
京
都
で
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

大
学
、
大
学
院
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
形
で
ま
と
ま
っ
て
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
民
の
心
の
健
康
に
貢
献
す
る
質
の
良

い
公
認
心
理
師
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

※
公
認
心
理
師
養
成
機
関
連
盟

　
　

https://psychologyteacher.jim
do.com
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１　
は
じ
め
に（
芝
浦
工
業
大
学
の
沿
革
）

　

芝
浦
工
業
大
学
の
源
流
は
、
創
立
者・
有
元
史
郎
が
１
９
２
７

年
に
開
設
し
た
東
京
高
等
工
商
学
校
に
あ
る
。
１
９
４
９
年
に
は

学
制
改
革
に
よ
っ
て
芝
浦
工
業
大
学
と
な
り
、
１
９
５
１
年
に
は

設
置
主
体
も
学
校
法
人
に
整
備
し
た
。
各
設
置
校
に
は
幾
多
の
変

遷
が
あ
り
歴
史
を
刻
ん
だ
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
本
学
は
、
学
部

学
科
な
ど
の
新
設
や
定
員
増
を
経
て
、
２
０
１
８
年
現
在
、
３
キ
ャ

ン
パ
ス
（
東
京
都
港
区
芝
浦
、
同
江
東
区
豊
洲
、
さ
い
た
ま
市
東

大
宮
）
に
４
学
部
16
学
科
、
２
研
究
科
を
配
置
し
、
約
８
５
０
０

人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

有
元
史
郎
が
建
学
の
理
念
と
し
て
掲
げ
た
の
は
「
実
学
重
視
の

技
術
者
育
成
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
の
ち
に
建
学
の
精
神
「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
と
し
て
整
理
さ
れ
、

一
貫
し
て
「
実
学
教
育
の
芝
浦
工
業

大
学
」
と
し
て
有
為
な
人
材
の
育
成

に
邁
進
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
既

に
10
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
は
、
堅

実
に
仕
事
が
で
き
る
、
仕
事
に
強
い

技
術
者
と
し
て
社
会
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
わ
が
国
の
技
術・

工
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
、
本
学
は
、
私

立
理
工
系
大
学
で
唯
一
、
文
部
科
学

省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
創
立
１
０
０
周
年
と
な
る

２
０
２
７
年
に
向
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

早
乙
女 

徹
●
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
常
務
理
事

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
へ
の
礎
～

設立当時の校舎（1927年）
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化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
世
界
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
を
目
指
す
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
の
礎

い
し
ず
えと

な
っ
た
出

来
事
を
振
り
返
り
た
い
。

２�　
国
際
化
の
基
盤
構
築
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

―
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
、マ
レ
ー
シ
ア・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

か
つ
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
時
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
掲
げ

る
〝
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
ポ
リ
シ
ー
（
東
方
政
策
）〟
の
下
、「
高
等

教
育
に
つ
い
て
日
本
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
学 

び
、
国
力
を
高
め
る
」
と
し
て
い
た
。
１
９
９
０
年
代
初
頭
、
日

本
の
円
借
款
資
金
に
よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
実
施
す
る
留
学
生

派
遣
事
業
「
マ
レ
ー
シ
ア
高
等
教
育
基
金
借
款
事
業
（H

ELP

：

H
igher Education Loan fund Project

）」
構
想
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
こ
の
事
業
は
、
日
本
で
国
公
私
立
大
学
連
合
（
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
）
を
結
成
し
、
日
本
の
大
学
入
学
を
指
向
す
る
日
本
語
お

よ
び
予
備
教
育
を
マ
レ
ー
シ
ア
現
地
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
か
ら
教
員
を
派
遣
し
、
授
業
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
必
要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
幹
事
大
学
主
導
で
策
定
す
る
と
し
、
拓
殖
大
学
と
と
も
に
本
学

が
こ
れ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

HELP 教育システムの推移

●予備教育２年、日本に大学１年から入学
年 1 2 3 4 5 6

コース 予備教育 大学教育
年　次 M1 M2 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

●２＋３ツイニング、大学２年次編入
年 1 2 3 4 5

コース 予備
教育 大学

年　次 M1 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

●２＋３ツイニング、大学３年次編入
年 1 2 3 4 5

コース ディプロマ 大学教育
年　次 M1 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

第１期事業
（HELP1）

HELP の
教育システム

（HELP=�Higher�Education�
Loan�fund�Program）

⬅
●現在
HELP 後継
プログラム
（MJHEP）

第２期事業
（HELP2）

第３期事業
（HELP3）
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１
９
９
２
年
に
始
ま
っ
た
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
１
期
事
業
（
以
下
、 

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
１
）
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
行
う
２
年
間
の
日
本
語

教
育
お
よ
び
予
備
教
育
終
了
後
、
日
本
の
大
学
を
受
験
し
入
学
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
受
け
入
れ
初
年
度
か
ら
５
年
間
で
合
計

３
１
０
人
が
日
本
の
大
学
に
入
学
し
た
。「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
１
」
終
了
後

は
、
大
学
下
級
年
次
向
け
理
工
系
基
礎
教
育
を
現
地
で
行
い
、
そ

の
後
、
日
本
の
大
学
に
編
入
学
す
る
仕
組
み
に
改
め
ら
れ
、
大
学

へ
の
編
入
学
年
次
に
応
じ
て
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
２
期
事
業
（
２
年
次
に

編
入
学
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
２
」）、
同
第
３
期
事
業
（
３
年
次
に
編
入
学

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
３
」）
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
連

携
す
る
仕
組
み
が
ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
国
の
大
学
に
入

学
し
、
他
国
の
大
学
で
卒
業
す
る
仕
組
み
）
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ

ア
お
よ
び
日
本
政
府
双
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
円
借
款
事
業
が

完
結
し
た
現
在
も
マ
レ
ー
シ
ア
側
の
予
算
に
よ
る
事
業
と
し
て
継

続
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
本
学
は
日
本・

マ
レ
ー
シ
ア
両
国
政
府

関
係
機
関
と
の
折
衝
を
は
じ
め
、
精
力
的
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

取
り
ま
と
め
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
理
や
現
地
派
遣

教
員
の
人
選
と
そ
の
生
活
諸
条
件
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
み
、
ま

た
各
種
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
努

力
し
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
13
私
立
大
学
と
２
国
立
大
学
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
本
学
は
幹
事
校
と
し
て
最
大
10
人
の
教
員
を
マ
レ
ー

シ
ア
に
派
遣
し
、
理
工
系
基
礎
科
目
の
教
育
を
担
っ
て
き
た
。
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
１
期
か
ら
第
３
期
ま
で
の
通
算
来
日
学
生
数
は
１
０
１

９
人
と
な
り
、
こ
の
う
ち
１
１
７
人
が
本
学
に
入
学
す
る
と
い
う

成
果
を
得
た
。
本
学
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発・

推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
間
国
際
交
流
の
扉
を
開
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

３�　
国
際
化
基
盤
構
築
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

―
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

学
部
教
育
で
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
２
０
０
５
年
、

本
学
は
英
語
に
よ
る
大
学
院
生
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
独
自
に
開
発
し
た
。
こ

れ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
代

表
的
な
工
科
系
大
学
と
連
携
（
ツ
イ
ニ
ン
グ
）
し
、
修
士
課
程
と

博
士
課
程
を
複
合
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
し
て
行
う
大
学
院
国
際
共

同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
連
携
先
大
学
か
ら
大
学
院
修
士
課

程
１
年
次
修
了
生
を
受
け
入
れ
、
英
語
に
よ
る
教
育
と
研
究
指
導

を
行
い
、
本
学
と
連
携
先
大
学
の
双
方
が
修
士
の
学
位
を
授
与
し
、

さ
ら
に
本
学
大
学
院
博
士
課
程
に
進
学
さ
せ
、
博
士
の
学
位
を
授

与
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
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当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
自
国
で
博
士
号
を
取
得
す
る
制

度
が
未
整
備
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
優
秀
な
学
生
が
欧
米
に
留
学

し
て
取
得
し
て
い
た
。
こ
れ
に
着
目
し
た
本
学
は
、
日
本
の
私
立

理
工
系
大
学
の
使
命
と
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
受
け

入
れ
学
生
へ
の
博
士
号
授
与
を
通
じ
て
母
国
の
研
究
者
養
成
に
貢

献
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
本
学
博
士
号
授
与
者
は
、
通
算
で
64
人
に
及
ん
だ
。

ま
た
、
本
学
を
含
む
連
携
８
大
学
が
東
南
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（SEA

T
U

C

：South East A
sian T

echnical 
U

niversity Consortium

）
を
結
成
し
、
毎
年
、
持
ち
回
り
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
を
機
に
、
本
学
教
員
の
多
く
が

英
語
に
よ
る
教
育・

研
究
指
導
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
部

専
門
科
目
に
お
け
る
英
語
開
講
の
拡
充
を
も
た
ら
す
な
ど
、
そ
の

後
の
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
基
盤
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
る
。

４�　
挫
折
と
再
挑
戦
へ
の
誓
い�

―
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
へ
の
選
定

　

本
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ
た
２
０
０
８

年
、
文
部
科
学
省
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
、

大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業
）」
の
公

募
が
行
わ
れ
た
。
本
学
は
私
立
理
工
系
大
学
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
申
請
を
予
定
し
て
い
た
が
、
申
請
条
件
の

幾
つ
か
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
断
念
し
、
関
係
者
は
涙
を
の

む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

無
念
さ
を
糧
に
、
本
学
は

「
留
学
生
受
入
倍
増
作
戦
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
留
学

生
に
対
す
る
リ
ク
ル
ー
ト

強
化
を
図
り
、
次
の
機
会

に
挑
戦
す
る
こ
と
を
心
に

誓
っ
た
。
２
０
１
２
年
、

同
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
事
業
」（
現・

Ｇ
Ｇ

Ｊ
）
の
公
募
が
あ
り
、
本

学
工
学
部
が
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
申
請
に
向
き
合
い
、

取
り
組
み
が
採
択
さ
れ
る

と
い
う
結
果
を
得
た
。
さ

ら
に
２
年
後
の
２
０
１
４

年
、
同
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

芝浦工業大学 海外派遣学生数・受入留学生の推移
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0
200 118 119 164 147

332

158

512

297

711

501

1,071

873

1,288 1.297

400
600
800
1000
1200
1400
（人）

（年度）

■海外派遣学生
■受入留学生（含短期留学生）
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事
業
」（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
の
公
募
に
対
し
、
本
学
は
前
記
現・

Ｇ
Ｇ
Ｊ
構

想
に
基
づ
い
た
若
手
教
職
員
に
よ
る
素
案
作
成
を
経
て
、
学
長
か

ら
の
高
い
目
標
を
加
え
る
な
ど
し
て
申
請
を
行
い
、
幸
い
に
し
て
、

理
工
系
私
立
大
学
と
し
て
唯
一
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
そ

の
目
的
で
は
な
い
。
本
学
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
大
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
申
請
時
の
目
標
達
成
に
と
ど

ま
ら
ず
、
建
学
の
精
神
を
現
代
に
敷
衍
す
る
「
世
界
に
学
び
、
世

界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
」
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
、
施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

５�　
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
留
学
生
派
遣
事
業�

「
国
境
な
き
科
学
」へ
の
取
り
組
み

　

２
０
１
１
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
理
工
系
人
材
育
成
の
た
め
に

10
万
人
の
学
生
を
海
外
に
派
遣
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
日
本
で

は
学
部
教
育
を
英
語
で
教
授
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
政

府
の
受
け
入
れ
表
明
に
時
間
を
要
し
た
が
、
２
０
１
３
年
秋
か
ら

の
受
け
入
れ
が
確
定
し
た
。

　

本
学
で
は
、
同
国
の
留
学
生
受
け
入
れ
に
向
け
、
英
語
に
よ
る

学
部
授
業
開
講
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
た
。
当
初
、
英
語
に
よ
る
授

業
は
16
科
目
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
１
４
３
科
目
を
数

え
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
留
学
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
各
国
の

留
学
生
受
け
入
れ
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
学
部
全
学
科
に
お
い

て
、
英
語
開
講
科
目
を
留
学

生
に
開
設
し
本
学
の
単
位
を

付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
母
校
に
お
い
て
単

位
認
定
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
る
（
本
学
で
は
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
呼
称
）。
さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま
で
の

受
け
入
れ
期
間
（
総
勢
１
６
２
人
受
け
入
れ
）
に
お
い
て
、
科
目

履
修
と
と
も
に
、
希
望
す
る
研
究
室
に
所
属
し
て
学
生
生
活
に
お

け
る
拠
点
を
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
本
学
教
員
お
よ
び
学
生

と
の
日
常
的
な
交
流
の
場
を
提
供
し
た
。「
国
境
な
き
科
学
」
と
し

て
留
学
生
受
け
入
れ
数
は
、
本
学
が
日
本
の
大
学
の
中
で
最
高
の

実
績
を
誇
り
、
日
本
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
関
係
機
関
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
た
。

入学式に出席したブラジル留学生（2014年）
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６�　
ま
と
め�

―
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
入
り
を
目
指
し
て

　

２
０
１
７
年
11
月
、
本
学
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
留
学
生
受
け
入
れ
後
に
本
格
化
し
た
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
本

学
は
２
０
２
７
年
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て
魅
力
あ
る
大

学
づ
く
り
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
の
ト
ッ
プ
10
に
入
る

と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。
そ
の
た
め
に
、「
理
工
学
教
育
日
本

一
」「
知
と
地
の
創
造
拠
点
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
教
育
モ
デ
ル

校
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先
進
校
」「
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
の
５
項
目
か
ら
な
るCentennial SIT

 A
ction

を
宣
言

し
た
。
本
学
は
、
今
後
も
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
目
指
し
、
常

に
前
進
す
る
文
化
の
醸
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
教
職
学
（
教
員・

職

員・

学
生
）
協
働
に
よ
る
新
た
な
挑
戦
を
続
け
た
い
。

　

皆
様
か
ら
「
理
工
系
を
目
指
す
な
ら
芝
浦
工
大
」「
学
生
採
用
な

ら
芝
浦
工
大
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
持
っ
て
お
薦
め

い
た
だ
け
る
理
工
系
私
学
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

1
理工学教育

日本一

アジア工科系大学
トップ10

4
ダイバーシティ

推進先進校

5
教職協働

トップランナー

2
知と地の
創造拠点

3
グローバル理工学

教育モデル校

Centennial SIT Action
100周年（2027年）の芝浦工業大学

大学の使命　University Mission
世界に学び、世界に貢献する
　　　　　グローバル理工学人材の育成
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